
あんこ作りと餅つき
　　　　　　～食文化普及講座～

　

　昨年12月24日、25日の２日間、生活研究協議会小松

支部が食文化普及講座の一環として、丹原高等学校で

生活クラブの生徒たちと一緒に、あんこ作りと餅つき

を行いました。

　生徒たちはまず、

あんこ作りにチャレ

ンジ。小豆からあん

こになるまでの工程

を学び、たくさんの

あんこ玉を作りまし

た。初めて経験した
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支所だより 各総合支所管内での身近な出来事や話題などを紹介します

　当市国安出身の田口信教氏は

昭和47年のミュンヘンオリン

ピックに出場し、1 0 0メート

ル平泳ぎで１分４秒94という世

界新記録（当時）を樹立し、金

メダルに輝きました。日本人競

泳選手が16年ぶりに獲得した金

メダルという快挙に日本中が歓

喜しました。昭和59年に鹿児島

県の鹿屋体育大学講師に着任、

現在は名誉教授に就任していま

す。昭和62年には国際水泳殿堂入りも果たしました。

　田口氏は、中学生のころ学校にプールがなく、吉岡

地区の上市にあるため池「新池」で水泳の練習に励み

ました。平成15年にまちづくりグループ「アトリエし

まなみ」が、池の脇に顕彰の記念碑を建立しました。

記念碑の側面には「新池物語」と題し、田口氏の金メ

ダルへの歩みや、両親の言葉などが刻まれています。

　池の周辺には公園や

遊歩道も整備されてい

ます。記念碑の「新池

物語」を見て、困難や

挫折を乗り越え活躍す

る未来の自分の姿を思

い描いてみませんか。

　古田地区は、西山興隆寺の近く、周桑平野を一望で

きる丹原地域北部の傾斜地にあり、３本の縦道路を基

軸にして計画的に作られた住宅地が広がっています。

　1805（文化２）年２月１日、地区の３分の２以上を

焼失する大火災がありました。母屋と納屋などの付属

建物を合わせて133棟が全焼、牛14頭が焼死しました。

この惨状から復興するため、庄屋・芥川源吾為宣は、

自失状態に陥っていた村民たちを励まし、一丸となる

よう協力を求めました。命をかける覚悟で当時の松山

藩に援助を懇請し、復興資金を獲得しました。その資

金で、村内にある３本の縦道路に横道路を配置して区

画整備を行いました。道路沿いには防火用の水路、

各家庭には防火用水の庭池も整備し、当時としては

画期的な防災体制の整備を行いました。西山興隆寺

の光憧上人からも境内地の木材301本を援助してもら

い、家屋の復興を成し遂げました。

　何気なく通っている

道路などにもさまざま

な歴史があります。歴

史を子どもたちに伝承

するため、有志による

紙芝居などのお話し活

動が行われています。

皆さんも地域の遺跡な

どをめぐり、歴史を再

発見してみませんか。

先人の偉業　～古田の大火～

新池物語
　　～西条市名誉市民・田口信教氏～

生徒がほとんどで、楽しそうに丸めていました。

　用意された約８キロのもち米も次々と蒸され、男子

生徒が中心となってつきあげました。できた餅は一定

の大きさに丸め、あん

こ餅とよもぎ餅にして

いきました。

　臼ときねを使って餅

つきをする光景が少な

くなった今、昔ながら

の日本の風情を感じる

ことができました。生

徒たちは自分たちでつ

いた餅をおいしそうに

食べていました。

▲かつて練習に励んだ新池

▲２年前に西条市を訪

　れた田口氏

▲紙芝居を使っての伝承

▲男子生徒が大活躍！▲初めてのあんこ玉作り
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